
防災教育にGIS
近くの“もしも”と遠くの“リアル”

伊藤 智章 静岡県立富士東高校



1．本研修のテーマ

・高校の必修科目「地理総合」の単元
「自然環境と防災」の効果的な指導法を
検討する

・Web GISによる教材づくりを通じて

地理教育における実践的な防災教育、

GISの有効な活用について考える



2．本日の流れ

1．身近な「もしも」を

地図化する方法（講義：15分）

2．遠くの“リアル”から何を学ぶか？

地図化する方法（演習：50分）



3．討論

これからの防災教育
これらのGIS活用
どうなる？これからの「地理総合」



第1部 講義（概説）
近くの“もしも”を地図化する



（1）はじめに
（自己紹介を兼ねて）



1999年 立命館大学大学大学院 文学研究科修了
2004年 静岡県立高校着任 現在21年目

富士東高校

任地（7市8校） 2021年より現任（母校）勤務



日本学術会議（地理教育分科会）委員
（2013年～2015年）
科研費奨励研究（2014年）

今の学習指導要領に、ほんのちょっと
影響を及ぼした（かもしれません）



ハザードマップは
「ジャイアンシチュー」





反響がありまして・・・
二宮書店（現：山川出版）

『地理月報』にて
長期連載

2024年3月
単行本化



これまでの著作

古今書院：2010 ベレ出版：2016 ベレ出版：2019 ちくまプリマー新書：2023



（2）ハザードマップの「マジック」



なんでも載っている（載せざるをえない）

荒川氾濫ハザードマップ：
（江東区Webサイト）



両岸同時破堤はあるの？

「浸水ナビ」国土交通省



富士山噴火ハザードマップの誤解



「ハザードマップは大げさだ」
「そんな目にあったことはない」

「正常性のバイアス」

「起こるわけがない」



（３）私のGIS／防災教育

ほぼ無料 ５０分完結 教科書準拠



授業開きは野外から

地理院地図
Vectorで作図



見せたい地図に直リンク 現地で見る
現物と見る



地形を楽しむ



ちらし地図
（公共施設の分布図づくり）



想定浸水深の可視化

「想定浸水深２ｍ」の範囲
（地理院地図）

Google Earth
（ストリートビュー）



描きこんで比較できる地理院地図



使用例



小学校区



中学校区



新旧地形図への「洪水想定浸水地域」の重ね合わせ



東京の水系（川だけ地形地図）



災害伝承碑
マップ



おすすめの場所

使い方があれば教えてください

第1部 ここまで
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